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は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
の
図
書
館
（
二
号
館
）
の
中
に
校
史
資
料
係
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
六
一
（
昭
和
三
六
）
年
一
月
で
あ
る
。
一
九
六
三
年

一
二
月
校
史
資
料
室
（
教
務
部
所
管
）
に
改
称
さ
れ
、
一
九
六
五
年
二
月
に
校
史
資
料
係
（
総
長
室
直
轄
）
と
な
っ
た
。
次
い
で
、
一
九
六

九
年
六
月
に
付
属
機
関
と
し
て
大
学
史
編
集
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
編
集
所
に
お
い
て
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
の
稿
本
・
正
本
の
編

集
と
刊
行
が
進
め
ら
れ
、
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
九
月
二
五
日
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史　

総
索
引
・
年
表
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
百
年
史
全
八
巻
（
通
史
五
巻
、
別
巻
二
巻
、
総
索
引
・
年
表
一
巻
）
が
世
に
出
た
。「
本
学
で
も
、
大
学
史
は
何
度
か
試
み
ら
れ
て
は

い
る
が
、
本
史
ほ
ど
本
格
的
で
詳
細
な
「
正
史
」
は
初
め
て
で
あ
り
、
以
降
、
本
大
学
史
の
研
究
は
す
べ
て
本
史
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に

な
ろ
う１
」
と
高
ら
か
に
完
結
宣
言
が
な
さ
れ
た
。
約
三
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
百
年
史
を
編
纂
し
て
き
た
大
学
史
編
集
所
も
改
組
さ
れ
て
、

編
纂
事
業
の
進
捗
状
況

中

川

和

明
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一
九
九
八
年
六
月
に
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー２
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
で
に
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
。
学
内
に
お
け
る
資
料

セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
次
第
に
増
し
て
き
て
い
る３
。

　

二
〇
〇
七
年
の
創
立
百
二
十
五
周
年
の
際
、
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
年
史
編
纂
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
二
〇
年
ほ
ど
の

間
に
、
学
部
の
再
編
な
ど
大
学
は
急
激
な
変
化
を
経
験
し
た
。
こ
の
あ
た
り
で
年
史
を
編
纂
し
て
お
か
な
け
れ
ば
多
く
の
記
録
・
記
憶
が

失
わ
れ
、
校
史
に
空
白
が
生
じ
か
ね
な
い
と
危
惧
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
幸
い
、
二
〇
三
二
年
の
創
立
百
五
十
周
年
に
再
び
年
史
を
刊
行

す
る
こ
と
が
理
事
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歴
史
的
自
己
点
検
の
機
会
で
あ
る
。
本
学
の
過
去
の
教
育
・
研
究
体
制
に
つ
い
て
客

観
的
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
二
一
世
紀
の
大
学
の
指
針
と
な
る
よ
う
な
校
史
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
学
生
に
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
二
〇
一
〇
・
二
〇
一
一
年
度
を
中
心
に
、
百

五
十
年
史
編
纂
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
で
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て

い
き
た
い
。

一　

編
纂
委
員
会
と
専
門
委
員
会
の
発
足

　

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
、
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
準
備
委
員
会
が
発
足
し
た
。
翌
二
〇
一
〇
年
一
月
二
七
日
・
三
月
四
日
に

編
纂
準
備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
三
月
二
九
日
付
の
「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
」
が
、
吉
田
順
一
（
早
稲
田
大

学
百
五
十
年
史
編
纂
準
備
委
員
会
委
員
長
）
よ
り
理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
。「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
設
置
要
綱
」（
二
〇
一
〇

年
四
月
二
三
日
規
約
一
〇
│

八
号
）
の
第
八
条
で
は
、
事
務
は
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
行
う
と
し
て
い
る
。
附
則
に
、
要
綱
は
二
〇
一
〇
年

六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と
決
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
二
〇
一
〇
年
六
月
一
日
、
百
五
十
年
史
編
纂
事
業
が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
編
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纂
委
員
会
の
設
置
期
間
は
二
〇
三
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
吉
田
順
一４
の
二
論
文
に
、
二
〇
一
〇
年
度
早
稲
田
大
学
百
五

十
年
史
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
開
催
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

二
〇
一
〇
年
七
月
二
三
日
、
二
〇
一
〇
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
が
三
号
館
二
階
第
一
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。
最
初
に
、
今
後
、
百
五
十
年
史
編
纂
に
関
す
る
事
項
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
の
下
に
早
稲
田
大
学

百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
を
新
た
に
設
置
す
る
こ
と
が
そ
の
場
で
提
案
さ
れ
、
た
だ
ち
に
承
認
さ
れ
た
。
専
門
委
員
と
し
て
選
任
さ

れ
た
の
は
、
浅
古
弘
、
沖
清
豪
、
大
日
方
純
夫
、
吉
田
順
一
の
四
名
で
あ
る
。
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
は
全
学
的
な
規
模
の
も
の
で
あ

り
頻
繁
に
開
く
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
下
に
あ
る
専
門
委
員
会
が
重
要
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
第
一
回
編
纂
委
員

会
で
は
、
百
五
十
年
史
の
内
容
・
構
成
、
資
料
収
集
の
範
囲
や
保
存
、
編
纂
体
制
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
編
纂
の
基
本
的
な
事
項
が
幅
広

く
協
議
さ
れ
て
閉
会
し
た
。
引
き
続
き
、
同
日
二
〇
一
〇
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）
が
、
同
じ
く
三

号
館
二
階
第
一
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
出
席
者
は
、
こ
の
日
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
浅
古
弘
、
大
日
方
純
夫
、
沖
清
豪
、
吉
田
順
一
の

四
名
の
専
門
委
員
で
あ
る
。
本
部
お
よ
び
そ
の
他
の
箇
所
の
文
書
類
に
つ
い
て
保
存
・
整
理
状
況
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
な
ど
が
協
議
さ

れ
て
閉
会
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
六
日
、
百
五
十
年
史
関
係
資
料
収
集
に
関
す
る
懇
談
会
が
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
長
室
で
開
か
れ
た
。
出
席

者
は
浅
古
弘
、
大
日
方
純
夫
で
あ
る
。
懇
談
事
項
は
、
①
文
書
管
理
に
関
す
る
現
状
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
②
資
料
収
集
に
つ
い
て
、

③
紙
媒
体
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
、
④
そ
の
他
、
な
ど
で
あ
る
。
殊
に
①
で
は
、
監
査
室
に
よ
る
「
文
書
管
理
に
関
す
る
現
状
調
査
」
の

状
況
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。
各
部
局
の
文
書
管
理
の
実
態
は
か
な
り
問
題
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
詳
し
く
は
監
査
室
に
よ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
待
ち
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
③
は
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
問
題
と
い
っ
た
技
術
的
な
事
柄
で
あ
っ
て
、
今
後
の
技
術

革
新
の
動
向
に
注
意
す
べ
き
こ
と
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
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二
〇
一
一
年
五
月
一
八
日
、
二
〇
一
一
年
度
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員
会
（
第
一
回
）
が
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
五

階
事
務
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
浅
古
弘
・
大
日
方
純
夫
で
あ
る
。
協
議
事
項
の
主
な
内
容
は
、
①
基
本
的
な
考
え
方
に

つ
い
て
、
②
出
版
物
の
構
成
に
つ
い
て
、
③
資
料
収
集
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
④
編
纂
日
程
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
①

で
は
百
五
十
年
史
編
纂
に
つ
い
て
、
自
校
史
教
育
と
の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
な
ど
基
本
的
な
方
向
性
が
話
し
合
わ
れ
た
。
②
で

は
、
百
五
十
年
史
の
全
体
構
成
や
、
資
料
集
・
写
真
集
な
ど
の
関
連
出
版
物
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。
③
で
は
、
監
査
室
に
よ
る
文

書
保
存
状
況
に
関
す
る
調
査
の
結
果
が
説
明
さ
れ
た
。
事
前
に
予
想
さ
れ
て
い
た
通
り
、
保
存
文
書
目
録
は
ほ
と
ん
ど
の
箇
所
で
作
成
さ

れ
て
お
ら
ず
、
文
書
保
存
規
程
が
機
能
し
て
い
な
い
現
状
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
④
で
は
、
編
纂
日
程
の
他
に
執
筆
者
の
問
題
や
、
写
真

の
肖
像
権
の
問
題
な
ど
様
々
な
事
項
が
話
し
合
わ
れ
た
。

　

二
〇
一
一
年
秋
に
は
、
全
学
の
各
部
局
か
ら
保
存
文
書
目
録
（
情
報
資
産
台
帳
）
が
、
大
学
本
部
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
紙

媒
体
の
文
書
と
電
子
デ
ー
タ
の
文
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
リ
ス
ト
と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
文
書
保
存
規
程
に
は
、

電
子
デ
ー
タ
保
存
に
つ
い
て
の
規
程
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
電
子
デ
ー
タ
の
保
存
状
況
も
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
今
後
、
文
書
保
存
規
程
も
実
際
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
百
五
十
年
史
編
纂
の
た
め
に
は
、
全
学
に
散
在
す
る
資

料
が
是
非
必
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
資
料
の
所
在
状
況
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
初

め
て
全
学
的
に
保
存
文
書
目
録
（
情
報
資
産
台
帳
）
の
作
成
に
動
い
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

二　

百
五
十
年
史
の
内
容
・
構
成
と
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

百
五
十
年
史
の
本
巻
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
に
協
議
さ
れ
て
き
た
内
容
の
一
端
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
未
だ
流
動
的
な
面
も
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あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
の
状
況
で
あ
る
。
以
下
、
自
校
史
教
育
と
の
関
連
、
本
巻
の
全
体
構
成
、
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
順
に

み
て
い
き
た
い
。

　

第
一
に
、
自
校
史
教
育
と
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
。
近
年
、
自
校
史
教
育
が
全
国
的
に
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
も
、

二
〇
〇
九
年
度
か
ら
オ
ー
プ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
設
置
科
目
と
し
て
「
早
稲
田
学
」
が
開
設
さ
れ
、
自
校
史
教
育
が
始
ま
っ
た
。
年
史
編
纂

と
自
校
史
教
育
の
両
者
が
相
乗
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
百
五
十
年
史
の
基
本
的
な
考
え
方
の
一
つ
で
も
あ

る
。
自
校
史
教
育
と
百
五
十
年
史
編
纂
は
、
自
ら
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
再
確
認
さ
せ
る
よ
い
機
会
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
百
五
十
年
史
の
全
体
構
成
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
の
百
五
十
年
史
編
纂

準
備
委
員
会
の
発
足
以
来
、
し
ば
し
ば
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
全
体
構
成
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
次
の
二
案
（【
Ａ
案
】【
Ｂ
案
】）

に
集
約
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
【
Ａ
案
】　

第
一
巻
：
創
立
〜
戦
前

　
　
　
　
　

第
二
巻
：
戦
後
〜
一
九
九
〇
年
頃

　
　
　
　
　

第
三
巻
：
一
九
九
〇
年
頃
以
降

　
【
Ｂ
案
】　

第
一
巻
前
半
：
創
立
〜
戦
前

　
　
　
　
　

第
一
巻
後
半
＋
第
二
巻
：
戦
後
〜
一
九
九
〇
年
頃

　
　
　
　
　

第
三
巻
：
一
九
九
〇
年
頃
以
降

　

現
時
点
で
は
、
両
者
の
何
れ
か
に
早
急
に
決
め
る
段
階
で
は
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
両
者
に
は
長
短
あ
っ
て
決
め
難
い
故
で
あ
る
。

当
分
、
編
纂
の
た
め
の
作
業
を
行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
次
第
に
煮
詰
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。【
Ａ
案
】
は
、
た

い
へ
ん
シ
ン
プ
ル
な
巻
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、【
Ｂ
案
】
の
場
合
、
創
立
か
ら
戦
前
ま
で
の
記
述
が
圧
縮
さ
れ
る
一
方
、
戦
後
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か
ら
一
九
九
〇
年
頃
に
つ
い
て
多
く
の
頁
数
を
用
意
で
き
る
と
こ
ろ
に
利
点
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
百
年
史
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
戦

後
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
ま
で
の
記
述
に
遺
漏
が
み
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
百
年
史
の
第
四
巻
・
第
五
巻
の
問
題
点
で
あ

る
。
こ
う
し
た
百
年
史
の
不
備
を
補
う
た
め
、
百
五
十
年
史
の
場
合
、
当
該
期
の
記
述
を
多
く
す
る
と
い
う
方
法
が
一
つ
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、【
Ａ
案
】【
Ｂ
案
】
の
何
れ
に
す
る
に
せ
よ
、
百
五
十
年
史
全
体
の
柱
立
て
に
つ
い
て
は
早
い
段
階
か
ら
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
百
五
十
年
史
の
索
引
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
掲
載
す
る
と
い
う
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
大
隈
重
信
伝
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
百
年
史
第
一
巻
の
紙
幅
の
多
く
が
、
大
隈
重
信
の
伝
記
的
叙
述
に
あ
て
ら
れ

て
い
た
。
第
一
巻
第
一
編
序
説
東
京
専
門
学
校
創
立
前
史
を
再
読
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
こ
と
に
容
易
に
気
付
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

百
五
十
年
史
の
場
合
、
大
隈
重
信
伝
を
ど
の
程
度
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
百
五
十
年
史
の
場
合
、
戦
前
ま
で
の
記
述
を
か
な
り
圧
縮
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
大
隈
伝
に
多
く
の
頁
数
を
費
や
す
こ
と
に
は
か
な
り
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
。
只
今
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』
の

刊
行
中
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
刊
行
開
始
、
二
〇
一
四
年
度
完
結
予
定
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
従
来
と
は
大
き
く
異
な
る
大
隈
伝
を
執

筆
す
る
こ
と
も
可
能
な
研
究
段
階
に
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
百
五
十
年
史
に
お
け
る
大
隈
伝
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
早
め
に
決
め

て
お
く
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

第
四
に
、
編
纂
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
通
し
に
つ
い
て
で
あ
る
。
百
五
十
年
史
全
体
は
三
巻
構
成
で
、
各
巻
の
刊
行
年
は
、
二
〇
二
〇
年

（
第
一
巻
刊
行
）、
二
〇
二
六
年
（
第
二
巻
刊
行
）、
二
〇
三
二
年
（
第
三
巻
刊
行
）
を
予
定
し
て
い
る
。
本
巻
の
み
で
別
巻
は
設
け
な
い
。
百

五
十
周
年
（
二
〇
三
二
年
）
に
刊
行
を
完
結
さ
せ
る
た
め
、
か
な
り
厳
し
い
編
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

第
三
巻
の
内
容
の
下
限
を
ど
の
時
期
ま
で
と
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
後
述
す
る
よ
う
に
関
連
出
版
物

（
写
真
集
、
学
生
向
け
の
冊
子
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
も
計
画
さ
れ
て
い
て
、
二
〇
二
九
年
頃
に
編
集
開
始
、
二
〇
三
二
年
刊
行
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
五
に
、
執
筆
体
制
の
問
題
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
百
五
十
年
史
の
場
合
、
百
年
史
別
巻
Ⅰ
・
Ⅱ
（
Ⅰ
・
Ⅱ
と
も
に
部
局
史
）
の
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よ
う
な
も
の
は
設
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
通
史
の
記
述
の
中
に
各
部
局
の
動
向
も
組
み
込
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
部

局
史
的
な
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
か
ら
執
筆
者
が
選
出
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
百
年
史
の
際
、
部
局
史
を
そ
れ
ぞ
れ
の
箇

所
に
全
面
的
に
ま
か
せ
た
た
め
、
部
局
ご
と
に
記
述
が
不
統
一
に
な
る
と
い
っ
た
問
題
も
生
じ
た
と
さ
れ
る
。
百
五
十
年
史
で
は
、
通
史

の
中
に
部
局
史
を
組
み
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
柱
立
て
の
仕
方
は
百
年
史
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
部
局

史
を
組
み
込
ん
だ
通
史
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
に
な
る
の
か
、
ま
だ
具
体
的
な
協
議
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、

校
史
に
情
熱
を
傾
け
ら
れ
る
執
筆
者
を
選
出
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
最
終
巻
（
第
三
巻
）
の
刊
行
は
、
約
二
〇
年
先
の
二

〇
三
二
年
の
予
定
で
あ
る
。
現
在
四
〇
歳
代
の
比
較
的
若
い
研
究
者
な
ど
の
参
加
も
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
世
代
で
あ
れ
ば
、
百
五
十
年
史

全
巻
の
編
集
・
刊
行
を
見
届
け
る
こ
と
も
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
全
巻
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
百
五
十
年
史
を
一
貫
し
た
構
成
の

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三　

関
連
出
版
物
と
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
一
）
写
真
集

　

百
五
十
年
史
で
は
、
通
史
（
本
巻
）
に
付
随
す
る
関
連
出
版
物
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
写
真
集
で
あ
る
。
創
立
百
周
年
記
念

の
際
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
大
学
史
編
集
所
編
『
都
の
西
北
│
建
学
百
年
│
』（
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
一
日
）
が
あ
り
、
写
真

集
型
の
早
大
小
史
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」（
清
水
司
総
長
）
に
は
、「
本
小
史
は
、
百
頁
ほ
ど
の
小
冊
子
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
か
か
げ
ら
れ
た
一
葉
の
写
真
、
短
い
文
章
に
思
い
を
深
め
る
と
き
、
見
る
人
を
し
て
そ
の
心
に
強
く
訴
え
、
行
間
に
限
り
な
い

広
が
り
を
も
っ
て
、
久
遠
の
理
想
を
追
求
し
て
や
ま
な
い
早
稲
田
人
の
生
き
ざ
ま
が
（
下
略
）」
と
あ
る
。
小
冊
子
で
あ
っ
て
も
、
奥
行
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き
の
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
百
二
十
五
周
年
の
際
に
は
、『
早
稲
田
大
学
創
立
125
周
年
記
念
写
真
集
』（
早
稲
田
大
学
創
立
125
周
年
記
念
写
真
編
集
委
員
会
企
画
、

株
式
会
社
六
甲
出
版
販
売
、
二
〇
〇
八
年
五
月
三
一
日
）
と
『
早
稲
田
大
学
125
年　

１

８

８

２
│

２

０

０

７

』（
早
稲
田
大
学
広
報
室
・
創
立
125
周
年

記
念
出
版
委
員
会
企
画
、
早
稲
田
大
学
発
行
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
）
が
作
成
さ
れ
た
。
前
者
は
早
稲
田
大
学
校
友
会
の
協
力
を
得
た
も
の
で
純

粋
に
写
真
集
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
場
合
、
写
真
集
型
の
小
史
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
写
真
集
と
一
言
で
い
っ
て
も
小

史
に
す
る
か
否
か
で
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
百
五
十
周
年
に
も
、
写
真
集
を
作
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
出
て
い
る
が
、
大
学
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
写
真
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
校
友
な
ど
が
撮
影
し
た
過
去
の
写
真
が
全
国
に
埋
も
れ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
写
真
を
広
く
募
集
し
な
が
ら
、
写
真
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
、
写
真
集
の
企
画
を
練
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
ま
た
、
計
画
的
に
撮
影
し
て
写
真
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
記
録
写
真
を
積
極
的
・
計
画
的
に
撮
っ
て
蓄
積

し
て
い
く
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
但
し
、
写
真
使
用
の
場
合
、
肖
像
権
問
題
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
二
）
資
料
集

　

校
史
に
は
、
し
ば
し
ば
資
料
集
が
付
随
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。『
東
京
大
学
百
年
史
』
や
『
京
都
大
学
百
年
史
』
な
ど
、
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
例
は
多
い
が
、
本
巻
と
資
料
集
と
の
関
係
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
先
に
資
料
集
を
作
っ
て
お
い
て
、
そ
れ
を
基

に
通
史
を
作
成
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
あ
る
。
慶
応
大
学
の
場
合
に
は
、
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
『
慶
応
義
塾
史
事
典
』（
慶

応
義
塾
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
八
日
）
を
は
じ
め
に
刊
行
し
て
お
い
て
、
そ
れ
か
ら
資
料
集
を
出
版
す
る
と
予
告
し
て
い
る
（『
慶
応
義
塾
史
事

典
』
九
〇
三
頁
）。
慶
大
の
資
料
集
刊
行
計
画
は
実
に
用
意
周
到
な
も
の
で
あ
る
が
、
通
史
は
作
ら
な
い
方
針
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
早
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稲
田
大
学
百
五
十
年
史
の
場
合
に
も
、
資
料
集
を
つ
く
る
か
否
か
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
、
関
連
出
版
物
と

し
て
の
資
料
集
を
刊
行
す
る
こ
と
は
予
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
に
資
料
を
適
宜
翻
刻
し
て
掲
載
す

る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
資
料
集
を
作
る
と
す
れ
ば
、
翻
刻
校
正
に
多
大
の
労
力
を
必
要
と
す
る
う
え
、
掲
載
す
べ
き
資
料
の
選
択

を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
新
た
な
問
題
も
発
生
す
る
。
勿
論
、
資
料
集
は
便
利
で
あ
り
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
諸
般
の
事

情
な
ど
か
ら
関
連
出
版
物
と
し
て
の
刊
行
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
に
散
発
的
に
掲
載

さ
れ
た
資
料
群
を
後
に
増
補
し
て
資
料
集
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
三
）
学
生
向
け
の
冊
子
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

大
部
な
百
五
十
年
史
の
他
、
学
生
向
け
に
書
か
れ
た
早
稲
田
大
学
史
の
冊
子
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。
早
稲
田
大
学
学
生
部
『
早
稲

田
大
学
小
史　

附
・
早
稲
田
大
学
歌
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
四
月
一
日
）
や
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
通
史
と
し
て
第
三
版
ま
で

刷
ら
れ
た
新
書
版
の
島
善
高
箸
『
早
稲
田
大
学
小
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
八
日
）
に
代
わ
る
よ
う
な
も
の
が
想
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
は
、
学
生
向
け
の
冊
子
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
記
念
映
像
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
創
立
百
周
年
の
際
に
、
早
稲
田
大
学
創
立
百
周
年
記
念
映
画
『
早
稲
田
100
年
』

（
早
稲
田
大
学
企
画
、
映
像
プ
ロ
制
作
）
が
作
成
さ
れ
た
。
百
二
十
五
周
年
の
際
に
は
、『
早
稲
田
大
学
創
立
125
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
が
作
ら

れ
て
い
る
。
百
五
十
周
年
に
も
、
こ
う
し
た
映
像
集
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
い
つ
ま
で
存
続
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
二
〇
年
後
の
記
録
媒
体
に
つ
い
て
は
想
像
を
超
え
て
い
る
が
、
動
く
映
像
の
重
要
性
は
何
ら
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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（
四
）
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
想

　

最
近
の
大
学
史
編
纂
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
事
典
と
い
う
べ
き
も
の
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
既
刊

の
『
慶
応
義
塾
史
事
典
』
を
一
見
し
た
だ
け
で
、
そ
の
利
便
性
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
早
稲
田
大
学

人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
早
稲
田
大
学
事
項
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
二
種
類
を
計
画
し
て
い
る
。
既
存
の
研
究
成
果
を
ベ
ー
ス
に
速
や
か
に
作
成

し
つ
つ
も
、
利
便
性
の
高
い
も
の
を
目
指
し
て
い
る
。
先
ず
、
早
稲
田
大
学
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
百
年
史
で
の
登
場
頻
度
が

高
い
人
物
な
ど
か
ら
選
択
し
て
載
せ
て
い
く
と
い
っ
た
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
時
期
を
見
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
に
公
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
次

に
、
早
稲
田
大
学
事
項
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
大
学
の
組
織
・
職
制
の
変
遷
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
柄
を
優
先
し
て
立
項
す
る
こ
と

に
な
る
。
従
来
、
各
部
局
の
変
遷
と
い
っ
た
基
礎
的
な
事
柄
を
把
握
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、
早
稲
田
大
学
事
項

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
問
題
も
解
決
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
版
で
広
く
公
開
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
誤
記
の
発
見
な
ど
が
容
易
に
な
る
ば
か
り
か
、
紙
媒
体
の
事
典
と
違
っ
て
随
時
追
加
・
修
正
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
当
初
、
公

開
さ
れ
る
も
の
は
僅
か
な
デ
ー
タ
数
で
あ
っ
て
も
、
何
れ
莫
大
な
デ
ー
タ
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
両
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
百
五
十
年
史
編
纂
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
日
頃
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に
も
有
益
な
も
の
に
な
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

四　

関
連
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
と
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー

　

百
五
十
年
史
編
纂
に
必
要
な
資
料
と
し
て
は
、
第
一
に
本
部
資
料
、
第
二
に
学
部
・
箇
所
資
料
、
第
三
に
個
人
資
料
、
第
四
に
聞
き
取

り
資
料
、
の
四
種
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
と
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
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て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
本
部
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
学
本
部
以
外
に
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
一
時
的
に
保

管
し
て
い
る
本
部
資
料
が
そ
れ
で
あ
る
。
理
事
会
資
料
（
一
三
六
冊
）・
評
議
員
会
資
料
（
八
八
冊
）、
維
持
員
会
資
料
（
一
八
冊
）
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
三
つ
に
収
納
し
て
保
管
し
て
い
る
。
理
事
会
資
料
は
旧
制
下
（
昭
和
八
年
度
〜
同
二
三
年
度
）
と
新
制
下
（
昭
和

二
四
年
度
〜
同
五
七
年
度
）
の
も
の
で
あ
る
。
評
議
員
会
資
料
は
昭
和
二
六
年
度
か
ら
同
五
七
年
度
の
も
の
で
、
維
持
員
会
資
料
は
明
治
四

〇
年
度
か
ら
昭
和
二
五
年
度
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
学
の
本
部
資
料
全
体
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
が
、
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
二
〇
一

〇
年
八
月
一
日
か
ら
二
〇
一
一
年
度
に
か
け
て
こ
れ
ら
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
作
業
を
進
め
た
。
資
料
セ
ン
タ
ー
が
預
か
っ
て
い
る
こ

れ
ら
本
部
資
料
の
多
く
が
製
本
済
の
も
の
で
あ
る
。
理
事
会
資
料
の
場
合
、
大
型
の
図
面
な
ど
は
折
り
畳
ま
れ
た
状
態
で
製
本
さ
れ
て
い

る
た
め
、
開
く
こ
と
が
不
可
能
な
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
学
部
・
箇
所
資
料
（
部
局
資
料
）
で
あ
る
。
従
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
整
理
保
管
さ
れ
て
き
た
が
、
保
管
体
制
は
必
ず
し

も
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
今
後
は
、
文
書
保
存
規
程
に
そ
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全

学
的
な
文
書
保
存
状
況
の
把
握
が
な
さ
れ
た
段
階
で
、
基
本
資
料
・
優
先
順
位
の
高
い
資
料
に
つ
い
て
写
真
撮
影
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

化
な
ど
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
積
極
的
に
整
理
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
個
人
資
料
に
つ
い
て
で
あ
る
。
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
、
以
前
か
ら
学
内
外
に
、
創
立
者
関
係
資
料
・
大
学
関
連
資
料
・
卒
業

生
資
料
な
ど
の
寄
贈
を
呼
び
掛
け
て
き
た
。
し
か
し
、
自
発
的
な
寄
贈
者
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
こ
ち
ら
が
期
待
し
て
い
る
よ
う
な

資
料
（
校
史
に
利
用
で
き
る
資
料
）
が
集
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
大
学
の
総
長
・
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
役
職
経
験
者
な
ど
に
当

た
り
を
つ
け
て
積
極
的
に
寄
贈
を
呼
び
掛
け
る
、
と
い
っ
た
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
個
人
資
料
の
中
に
は
、
会
議
等
で
配
布
さ

れ
た
諸
資
料
（
重
要
な
書
き
込
み
な
ど
も
予
想
さ
れ
る
）
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
学
内
外
の
様
々
な
資
料
を
受
け
入
れ
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保
存
し
て
い
く
た
め
に
は
か
な
り
の
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
す
る
が
、
一
二
〇
号
館
地
下
資
料
保
管
室
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
も
深
刻
化

し
て
き
て
い
る
。

　

第
四
に
、
聞
き
取
り
資
料
で
あ
る
。
百
五
十
年
史
の
中
の
戦
後
の
記
述
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
系
統
的
な
聞
き
取
り
調
査
を
早
急
に

開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
、
文
献
資
料
を
重
視
す
る
あ
ま
り
口
述
記
録
は
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
日
、
そ
の
重
要
性
が
広

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
聞
き
取
り
調
査
に
は
迅
速
さ
が
求
め
ら
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
永
遠
に
聞
き
出
す
機
会

を
失
う
と
い
う
恐
れ
も
あ
る
た
め
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査
の
技
法
も
研
磨
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
を
聞
く
べ
き
か
、
事
前
の
調
査

も
不
可
欠
で
あ
る
。
証
言
す
る
際
の
表
情
や
語
気
、
手
振
り
を
交
え
た
語
り
な
ど
、
音
声
デ
ー
タ
の
み
で
は
把
握
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
。
調
査
の
技
法
の
深
化
に
も
心
が
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
四
種
は
年
史
編
纂
の
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
資
料
群
で
あ
る
。

し
か
し
、
従
来
の
尺
度
か
ら
す
れ
ば
、
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
の
中
に
も
校
史
編
纂
に
と
っ
て
貴
重
な
資
料
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
右
の
四
種
に
限
ら
ず
、
幅
広
く
資
料
収
集
す
る
こ
と
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
百
五
十
年
史
編
纂
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
手
さ
ぐ
り
の
状
態
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
二
〇
一
〇
・
二
〇
一

一
年
度
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
本
部
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
作
業
を
進
め
た
が
、
引
き
続
き
、
基
本
と
な
る
諸
資
料
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
版
の
早
稲
田
大
学
人
名
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
早
稲
田
大
学
事
項
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
作
成
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

全
学
的
に
、
大
学
内
に
散
在
す
る
文
書
の
所
在
確
認
が
な
さ
れ
、
保
存
文
書
目
録
（
情
報
資
産
台
帳
）
の
作
成
に
向
け
て
実
際
に
動
き
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始
め
て
い
る
。
文
書
の
保
存
状
況
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
百
五
十
年
史
編
纂
に
向
け
た
大
き
な
一
歩
と
い
え
よ
う
。
今
後
、
大

学
文
書
の
中
間
保
管
庫
や
文
書
館
（
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
）
の
設
置
な
ど
全
学
的
な
文
書
の
整
理
・
保
存
体
制
の
整
備
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

文
書
館
は
大
学
の
運
営
に
と
っ
て
不
可
欠
の
機
関
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
将
来
、
早
大
に
文
書
館
が
出
来
れ
ば
、

年
史
編
纂
に
役
立
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
教
職
員
・
学
生
・
卒
業
生
、
広
く
一
般
の
人
々
に
多
大
な
便
宜
を
は
か
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。
文
書
館
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
現
段
階
と
し
て
は
、
当
面
、
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
が
百
五
十
年
史
関
連
の
資
料
収
集
・
整
理

を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に
代
替
す
る
役
割
も
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
に
文
書
が
自
動
的
に
移
管
さ
れ
る
体
制
が
出
来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
各
部
局
に
出
向
い
て
写
真
撮
影
や
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
資
料
収
集
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

大
学
の
文
書
保
存
規
程
に
よ
れ
ば
、
文
書
（
原
本
）
の
保
存
年
限
は
永
久
、
一
〇
年
、
五
年
、
一
年
の
四
種
で
あ
る
。
永
久
保
存
の
も

の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
保
存
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
文
書
が
問
題
で
あ
る
。
大
学
史
の
デ
ィ
テ
イ
ル
を
書
き
込
む
た
め
に
は
、
永
久

以
外
の
保
存
年
限
の
あ
る
文
書
が
逆
に
非
常
に
大
切
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
文
書
保
存
規
程
に
従
う
限
り
、
次
々
に
廃
棄
さ
れ

て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
保
存
期
限
が
過
ぎ
た
文
書
が
資
料
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
る
制
度
は
十
分
機
能
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現

在
の
文
書
保
存
規
程
の
下
で
、
百
五
十
年
史
編
纂
に
必
要
な
文
書
を
如
何
に
選
別
・
保
存
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
当
面
の

課
題
と
い
え
よ
う
。

註（
１

）　

奥
島
孝
康
「『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
の
完
結
に
あ
た
っ
て
」（
一

九
九
六
年
一
二
月
二
三
日
）、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
五
巻
（
一

九
九
七
年
三
月
二
五
日
）。
な
お
、
第
五
巻
は
総
索
引
・
年
表
よ
り
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も
半
年
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
２

）　

松
本
康
正
「
大
学
史
編
集
所
か
ら
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
」（
全

国
大
学
史
資
料
協
議
会
東
日
本
部
会
編
『
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
』
一

九
号
、
一
九
九
八
年
一
〇
月
八
日
）。
こ
れ
は
、
一
九
九
八
年
三
月

二
六
日
（
水
）
研
究
部
会
で
の
講
演
の
記
録
で
あ
る
。

（
３

）　

大
日
方
純
夫
「
発
足
50
年
│
〈
セ
ン
タ
ー
〉
と
し
て
の
大
学
史
資

料
セ
ン
タ
ー
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
二
巻
所
収
、
二
〇
一

一
年
三
月
三
一
日
）
は
、
資
料
セ
ン
タ
ー
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、
大
学
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
へ
の
脱
皮
の
必
然
性
が
説
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
檜
皮
瑞
樹
「
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
資
料
公
開
へ
の

取
り
組
み
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
四
二
巻
所
収
）
は
、
大
学

史
編
集
所
か
ら
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に
伴
う
問
題
点
と

し
て
、
第
一
に
文
書
編
纂
機
関
か
ら
の
脱
却
の
困
難
さ
、
第
二
に
資

料
公
開
機
関
と
し
て
の
未
整
備
な
状
態
、
第
三
に
学
内
文
書
移
管
の

不
備
と
い
う
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。

（
４

）　

吉
田
順
一
「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
の
開
始
」（
記
要
第

四
一
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
）
に
百
五
十
年
史
編
纂
の
開
始

ま
で
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
同
論
文
で
は
、
百
年
史
執
筆
関

係
者
か
ら
聞
き
取
っ
た
談
話
が
、
参
考
資
料
「
百
五
十
年
史
関
連
聞

き
取
り
に
際
し
て
出
さ
れ
た
意
見
」（
二
〇
〇
九
年
九
月
一
七
日
）

と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。
同
「
早
稲
田
百
五
十
年
史
編
纂
へ
の
取
り

組
み
」（
記
要
第
四
二
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
）
は
、
そ
れ

以
降
、
二
〇
一
〇
年
七
月
二
三
日
の
二
〇
一
〇
年
度
早
稲
田
大
学
百

五
十
年
史
編
纂
委
員
会
（
第
一
回
）
の
開
催
ま
で
の
経
緯
を
記
し
て

い
る
。


